
Ⅰ．はじめに

　近年，林業現場における１つのキーワードとして，低コスト化
や省力化といった言葉を良く耳にするが，造林時における低コス
トまたは省力的な手法として，直挿し造林が考えられる。直挿し
造林に関しては，これまで経営的な面からの研究（3）や，時節
別の試験（1），または保水剤，発根促進剤を用いた薬剤処理試
験が行われている（2，4，7）。直挿しは，根のない穂を直接林地
に挿し付ける手法であるため，気象条件，特に降水量が生存率に
与える影響は大きいと考えられる。大分県内では，年間降水量が
比較的多く，年平均気温の低い地域である日田市上津江町の一部
の地域において，直挿しによるスギ造林が以前から行われている
（6）。本地域では，スギ品種リュウノヒゲとシャカインが多く植
栽されており，その一部は直挿しによって行われているが，これ
までその生存率や発根特性については不明であった。本報告では，
両品種の直挿し後の生存率および発根実態を明らかにし，各品種
の直挿し造林の可能性について検討を行った。

Ⅱ．材料および方法

　調査地は，日田市上津江町大字上野田のスギ伐採跡地の約
０．１２haである（表－１）。直挿しに用いた挿し穂は，リュウノヒ
ゲとシャカインの２品種で，１４年生の母樹から採穂を行った。挿
し穂は，荒穂の状態で採取したものを１晩流水に浸けておき，翌
日に長さ約６０cmに調整して，元口から１/２の針葉を除去した。な
お，切り口は楕円型に切り返した。今回，発根促進処理として，
オキシベロン液剤（IBA１００ppm）に挿し穂の下部１/３を１昼夜浸
漬した穂と，対照として流水にのみ浸漬した無処理の穂を用いた。
林地への挿し付けは，採穂から２日後に行い，案内棒で１５cmの
植え穴を開けた後，切り口が土と密着するように１〜２cm深め
に挿し付けた。挿し付けは，図－１のように等高線に直交するよ
うに谷部から尾根部にかけて各品種３列（１列あたり３０本）の２
処理区を設定し，植栽間隔１．８ｍで計３６０本挿し付けた。挿し付け
は，２００７年４月下旬に行った。
　発根状況の調査は，翌年２月下旬から３月上旬に掘り取りに

よって行い，図－２のように，発根量の数的，量的な違いによっ
て，目測による５段階区分を行った（5）。

Ⅲ．結果と考察

　挿し付け当年の気象に関して，降水量および気温については概
ね平年並みであった。直挿し１年後の生存率は，リュウノヒゲの
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図－２．発根状況による５段階区分
１：発根なし，２：カルスのみ形成，３：５本以内の根が発根，
４：密生しないが山行き可能なもの，５：密生して発根するもの

図－１．品種および処理別の現地直挿し配置図

表－１．試験地概況
２０°平均傾斜７００ｍ標　高

中腹凹状斜面地　形北西斜面方位
集塊岩地　質ＢＤ土壌型
２，１９８mm年間降水量１３．６℃年平均気温

　＊：最寄りの熊本県南小国地域気象観測所　２００７年度気象データ



未処理区が８６．７％，処理区が７８．９％，シャカインの未処理区が
９４．４％，処理区が８１．１％であり，全個体の平均は８５．３％と２品種
ともに生存率は高かった。処理区別の発根状況を表－２に示す。
リュウノヒゲの未処理区では，その約半数が，数本の発根または
カルス形成のみであったのに対して，処理区では，さし穂の９割
以上が良好な発根状況であった（写真－ １A，B）。一方，シャカ
インは，未処理区で発根状況３のものが５％みられたが，その他
は未処理区，処理区とも発根状況４か５であった（写真－ １C，
D）。各処理区の発根状況の５段階値を用いて，一元配置分散分
析を行った結果，品種および処理間で有意差がみられ（図－３），
特にリュウノヒゲの発根に与えるIBA処理の効果が大きかった。
また，発根個体の発根部位をみると，２品種ともにIBA処理を
行った個体は，穂を土に挿した部位全体から発根がみられたのに
対し，未処理の穂のほとんどは，挿し穂の切り口（基部）付近か
らのみの発根であった。
　今回，概ね平年並みの気象条件下において，生存率は両品種と
もに高かった。発根状況に関して，リュウノヒゲは，IBA未処理
の場合，カルスやごく少数の主根が長く伸長する個体の割合が
５０％近くと高かった。そのため，２年目以降の生存率や成長を考
慮した場合，未処理での直挿しはやや不適と考えられる。一方，
IBA処理を行うことで，著しく発根性が向上しており，直挿し造

林に十分に活用可能であると思われる。シャカインは，IBA未処
理の場合でも，直挿し１年後には充実した根系を示したことから，
十分に直挿しに活用可能であり，低コスト，省力化ということを
考えた場合，薬剤費や処理にかかる労力を勘案すると，必ずしも
IBA処理は必要ないものと考えられる。
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図－３．発根状況の５段階値を用いた処理間の比較
（＊異なるアルファベットは有意差を示す）

表－２．処理区別の発根状況

生存率
（a/９０）

合計
（a）

発根状況（上段：本数，下段：割合）
処理区

５４３２１

８６．７％７８１０２７３１７３リュウノヒゲ

（１３％）（３５％）（４０％）（９％）（４％）未処理区

７８．９％７２６５５１００〃

（９２％）（７％）（１％）（０％）（０％）処理区

９４．４％８５５５２６４００シャカイン

（６５％）（３１％）（５％）（０％）（０％）未処理区

８１．１％７３６５９０００〃

（８８％）（１２％）（０％）（０％）（０％）処理区

写真－１．発根状況
Ａ：リュウノヒゲ処理（区分５）　Ｂ：リュウノヒゲ未処理（区分３）
Ｃ：シャカイン処理（区分５）　　Ｄ：シャカイン未処理（区分５）


